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和文要旨

　顔特徴の解析や似顔絵生成を行うためには、顔特徴点を高精度で自動抽出できることが必要である。顔特徴点の
自動抽出については、これまでに多くの研究が報告されているが、従来手法では撮影時の背景、照明条件、個人ご
との変動等によって誤抽出してしまう可能性があり、安定した抽出を行うことはまだ容易ではない。特に口部分と
顎輪郭に関しては、撮影条件（特に照明の当て方に伴う陰影の具合）や個人差（肌と唇の色の違いの具合等）の影
響を受けやすく、安定した特徴点抽出が難しいという問題がある。本論文では、撮影条件や個人差の影響を緩和さ
せるため、処理条件を変えた複数手法を選択的に適用させることで口部分及び顎輪郭の特徴点抽出の精度向上を図
る方法を提案する。複数の手法での抽出結果に対して条件判断をさせることによって、より精度の良い結果を出力
することで、条件の悪い顔画像においても安定した特徴点抽出を行うことができる。提案手法を様々な実写顔画像
に適用し、従来手法では誤抽出が多かった口部分と顎輪郭の特徴点を精度良く抽出できることを確認した。
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1.　はじめに
　近年、携帯電話やインターネットの普及により、
文字、音声、写真、映像など、様々な方法での遠
距離コミュニケーションが可能となった。これら
の遠距離コミュニケーションの例として、ブログ
や SNS などがあり、個人がインターネット上に
自分の情報を公開する機会が増えてきている。こ
の様な場で自己紹介として顔を使用すると、個人
の特徴や印象を容易に伝えることができる。一
方、インターネット上に自分の実写顔画像を載せ
ることに躊躇してしまう人も多い。
　実写顔画像に代わるものとして、似顔絵が挙げ
られる。似顔絵は人物の顔特徴を端的に表現した
ものであり、実写顔画像の代わりに個性を表現す

る媒体として有用である。実際に似顔絵は新聞、
雑誌、Web などへの掲載の他、擬人化エージェ
ント、顔画像データベース検索（犯罪捜査やエン
ターテインメントでの利用など）にも用いられて
いる。似顔絵では人物の顔特徴を捉え強調して描
くことで、その人物の印象を的確に表現し、個性
を強調することができるといったメリットもあ
る。このように似顔絵は、円滑なコミュニケーシ
ョンを実現するための有力な手段の一つとして期
待できる。似顔絵がコンピュータによって手軽に
作成できるようになれば、コミュニケーションの
幅はさらに広がる。
　コンピュータにより顔特徴の解析を行ったり似
顔絵生成を行う場合、実写顔画像から各顔部品の
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